創世記12章　2012/6/26

Reporter:ハ

書記：T

テーマ

「信仰の父」アブラハムの物語の始まり始まり。でも、その「信仰」ってどうよ…？！

ハの読後感想文

1 なんでアブラムなんだ？ノアの時は一応選ばれた理由があったと思うが…

2-3 祝福って5回も使ってる！

4 素直に聞き入れるアブラムスゲーわ…これが「信仰の父」と呼ばれる所以か？

5 財産は持っていくのな…

7 えっ、カナン人が住む地はどうなってしまうん？

8 名前を呼ぶ、っていうのはどういう意味だ？そして、「YHWH!!」って呼んだのか？

11 サライって65歳だよな…？

13 アブラムゲスすぎ！！

17 主は攻撃対象を見誤ってるんじゃねえのか…？

18 ファラオなんで病気の原因特定出来てるんだよ…
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レポーターによる一応の解説

(11:31) ウル…ユーフラテス川下流の大都市

→ハランもそうだけど、月を神として礼拝する町

(12:1) 行き先がどこなのか教えられなかったがアブラムは出発した。（ヘブル11:8）

(12:5) カナン人…（セム・ハム・ヤフェト）の子孫

(12:6) 「モレ」とは占うものという意味で、カナン人の宗教にとって聖なる場所

(12:13) 創世記20:12曰く、一応異母兄弟であり嘘ではないらしい

(12:18) 創世記20章からの類推により、神からファラオに信託があったと思われる。

FAQ

Q. この約束（カナンの地を受け継ぐ・大いなる国民となる・すべての国々にとって祝福となる）の意図は？

→神の最初の計画（人間をたくさん増やして世界を支配させる）を実現したくなった？

→脈絡ないからよく分からない・・・、なんでそれでアブラムは出発したの？（ツ）

Q. なぜアブラムが選ばれた？

→アブラムがウルを出発したのは、偶像崇拝が無い場所を求めていたから、信心深かった、という噂もあるが、聖書に特に記述はなし。

→「信仰の仕方」の模範・・・完璧だったら意味がない。ぎりぎり神様の教えを守りながらも実生活を生きる、みたいなモデルケース（I）→でも別に罰してもいいじゃん・・・

Q. なぜ突然の神の声に従った？

→アブラムは信心深い。と解釈するのは勝手だが、記述なし。

Q. 以下の点を見て、信心深いと言える？

・アブラムは、不信仰のゆれにエジプトを頼り、エジプトに逃れた

・アブラムは保身のために妻を売って富を得、妻に姦通の罪を犯させようとした

・アブラムがエジプトで得た財産は、罪によって築いた財産であった

→やっぱり信心深い。神の声にはしたがっていた。当時の感覚からすると妻を犠牲にするのも割りとアリだった？飢饉も神の意図だから誘導的なものだった？祭壇築いたりするのはノアと似てる（五）

→内面？（doingよりbeing？）個人的には許せん。（T）

→神的に好感はもてる？根がまじめ？（け）

Q. じゃあなぜ、神はアブラムを罰さなかったの？

→神様は見逃したい理由があったんじゃね？

→コミコミで神の計画？そんな悪いことじゃなかった？（ツ）

レポーター's pick up

① 神って平等だと思う？

→アブラムだけひいきしている様な気もするし、そもそも僕らはアブラムの子孫じゃないから祝福されない？ぶどう園の主人の例えもあるし、今一度神のやり方について考えてみよう。

② 自分は、親の声に聞き従うか？

→神と人の関係は親子の関係に例えられる。親の言うことをしっかりと聞いているかい？

③ あなたは、「ラッキー」を信じるか？

→本当の偶然が存在するのか、はたまた全ての事象に因果律が存在するのか…？！

→ラッキー、って自分の認識によって規定されるもの？（マ）

→アブラムの奥さんは子供産めなかったあんまりラッキーでも無いんじゃない？（五）

→どう捉えたら自分にとって気持ちがいいか、企業に落ちたら次の就職に繋がる、みたいな・・・（け）

→ラッキーは絶対起こる！低い確率で常に起こりうること？みたいな（∫）

→神の祝福的な？（英語得意なツ）

→運、不運は人間の尺度でしかない。見方によっては不平等で無機質（I)

運の最大のものは「生まれ」・・・裕福な家にうまれるか、貧しい家に生まれるか・・・約束の土地って「家、生まれ」のことではないか。実際の家や生まれではなく、神が示す土地があるということ。（あなたの土地から、私の示す土地へ・・・いってしまえば同じ土地でもいい、「私の示す土地」であることが重要。（土地でも職業でも何でも良い）その土地を捜し求めるのがアブラハムの物語）（山本先生）

　因果律　⇔　応報律

因果律で読むと・・・エジプトでのアブラハムは悪意をもっているのに罰されない人間像？こんな世の中でいいのか？

応報律で読むと・・・？　例えば、神との関係の中でのアブラハムの行動をみる。

アブラハム　　　飢饉が起こった→移動した

　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　神の意志が介在している　　　と考える。

これが信仰？　例えば自分が決めた仕事を、「天職」ということ、結婚相手を「運命の相手」とすること。そこに神などの存在を認めるのが信仰か。

一般の人はそれを「幸運」と捉え、聖書的には「祝福」と捉える。人生の選択を「祝福」と受け止めて生きる。受け止めたほうが得ともいえる。

信仰の父

・信仰の模範という意味ではなく、信仰の上での「父」のような存在？信仰を「始めた」存在。（発明の父、的なニュアンスか）アブラハムによって約束された信仰、がイエスによって世界に共有された（自分達の「信仰」になった）からともいえる。（山本先生）

アブラムは選ばれた、のか

・約束された土地&肥えた土地であるカナンに行こうと思ったのに、途中でハランに住み着いたテラ、の元に生まれたアブラムに、カナンに向かうようにお告げが告げられる。（父の目指した場所に行こうとした？）

・アブラハムにとってみれば立身出世の物語？主の言葉に従う≒目的ができたということかもしれない。（天職＝calling という単語を考えてみると現代の感覚からも分かりやすい）

約束された土地（カナン）

　ヤフェト→　ヨーロッパ世界

　ハム　　→　ほぼ全ての土地を持っているといえる

　セム　　→　土地を持っていない？ハムの土地を間借り状態。

・土地をもっていないのに（カナン人が住んでしまってる）のに「この土地をお前に与える」といわれる。つまり、ハムのものである土地が、セムのものになる。事実そのままだと略奪を試み、失敗した物語？そしてそれがいつかセムのものになる、という約束を受け止めた人間がアブラハム、というストーリー。

アブラハムの所業って・・・

サライを差し出した→ファラオの元でぬくぬく暮らすことが本当にアブラハムのやるべきこと、（やりたいこと）＝神につき従って生きることか？神はそれに気づかせるためにファラオに病気を流行らせたといえる。→罰することだけが反省する機会とは限らない。相手に被害を与えたときの反省って「もっとうまくやればよかった」じゃなくて「やらなければ良かった」ではないか？（それでも繰り返しちゃうんだけど）

神の目的ってなに？

・人間の繁栄と人間による支配→人間に自分を知らせることが目的

「人に信じてもらう」ことが目的→神は信じてもらう必要なんてないけど、「人間は信じたほうが楽だ」と伝えたい？

